



































































































































































































査した。本調査では、リュックサックに 2 kg の
穀物を錘として入れ、第 7頚椎点からリュック
サック本体の上部までの高さを計測した（図 7）。
本実験において、 7名中 8割以上の 6名以上の実
図 5．肩に対するベルトの角度 図 7．許容範囲の計測
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験協力者が重なっている範囲を許容範囲と定義し
た。
また、実験で使用したリュックサックはY’SACCS
（株式会社シカタ）のWELLBAリュックサック
を用いた9）（図 8）。素材は、コーデュラナイロン、
サイズは、幅280−380mm、高さ400mm、マチ
135mm、重量850g。リュックサックと背中との
接着面及び、肩ベルトにはクッション性のある
パッドを採用されている。
図 8．Y’SACCSのリュックサック
実験により、第 7頚椎点から95−130mm が適
切であるという結果が得られた（図 9）。そのため、
95−130mmの範囲で着用し、リュックサックの
要求事項抽出や開発に役立てられるのではないか
と考える。しかし、実験協力者によって許容範囲
が異なり、肩ベルトの調整力の高さが必要不可欠
であると示唆される。
図 9．リュックサック着用位置の許容範囲
６ ．まとめ
以上の通り、本研究では、リュックサックユー
ザを観察し、実態調査を行った。その結果、10−
20代の女性は、第 7胸椎点より低い位置での使用
が多く見られ、雑誌やインターネットでのおしゃ
れな背負い方として紹介されていることが影響し
ていると考えられた。また、ファッション的側面
だけでなく、痴漢対策等の防犯のためとして低位
置での着用で、実用性を兼ねていることが判明し
た。また、女性は、服装の色とリュックサックの
色を配慮してコーディネートしている可能性があ
り、男性は黒い色のリュックサックの使用者が多
く見られ、リュックサックがファッションのアイ
テムとして、色は重要な要素であると考えられた。
さらに、肩ベルトを中心に観察すると、ベルト
幅の細さやクッション性の無さからベルトのねじ
れに気づかずに着用していると推測した。広幅の
肩ベルトは、肩の傾斜角に合わず、浮いている状
態で着用しているユーザが見られた。肩ベルトの
幅全体で支えるのではなく、内側だけで点的に支
持していると示唆した。
リュックサック着用の位置は、第 7頚椎点から
95−130mmが許容範囲であると判明した。実験
協力者によっては、許容範囲が重ならない場合も
あったため、肩ベルトの調整機能は柔軟性が求め
られていると示唆された。
今後は、本結果をもとに、リュックサックのデ
ザインやユーザビリティなどの開発に役立ててい
きたい。
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